
                                                                      1 

                         2006 年 3 月 28 日 No.10 

日本学術振興会日本学術振興会日本学術振興会日本学術振興会    ストックホルム研究連絡センターストックホルム研究連絡センターストックホルム研究連絡センターストックホルム研究連絡センター    

 

 

 

 

 

 

 

1.センターの行事・関連イベントセンターの行事・関連イベントセンターの行事・関連イベントセンターの行事・関連イベント 

 

○ＪＳＰＳ○ＪＳＰＳ○ＪＳＰＳ○ＪＳＰＳ Alumni club in Sweden 総会及び第２回セミナーの開催総会及び第２回セミナーの開催総会及び第２回セミナーの開催総会及び第２回セミナーの開催 

  

2006 年 1 月 27 日（金）ストックホルム

において、スウェーデン在住のＪＳＰ

Ｓ事業経験のＯＢ＆ＯＧを対象にした

Alumni club in Sweden2006 年度の総会及

び第２回セミナーが開催されました。 

 総会においては名誉会員の選出手続

及び今後の活動について話合いが行わ

れました。名誉会員は、日瑞の学術交

流に著しく貢献のあったものと会則に

規定されており、本総会での議論の結果、会員が 2006 年 10 月 1 日までに推薦

した候補者の中から幹事会が選出し、来年の総会において正式に任命されるこ

ととなりました。 

 続いて午後に行われた第 2 回セミナーにおいては、会員 3 名が、胃癌、原子

力工学・科学、センサー工学と各自の研究テーマについて、ＪＳＰＳフェロー

シップでの経験を交えながらプレゼンを行いました。 

 最初に、Alumni club の副議長になっているカロリンスカ研究所の Dr Carlos 

Rubio が、自身が参加している胃癌についての国際共同研究、特に、日本人が

胃癌になる割合が世界で最も高いこと、太平洋沿岸に住む人の方が大西洋の沿

岸に住む人よりもはるかに多くの割合で胃癌が発生していることについて発表

しました。Rubio 氏は、原因は明らかにされていないが、米国に住む日本人の

胃癌発生率は高くないことから環境が何らかの影響を与えていることが分かっ

ている上、緯度が同じ場合、太平洋沿岸の都市に住む人の方が大西洋沿岸の都

市に住む人よりも、胃癌の兆候を示す組織変質の割合が明らかに高いことは重

要な点であることなどを指摘しました。 

 続いて、シャルマーシュ工科大学の原子力科学・工学の Prof.Imre Pazsit が、

原子力研究についての瑞日の状況を比較しながら発表しました。スウェーデン

においては、法律で新たな原子炉をつくることを目的とした研究が禁止されて

いることにより、この分野の研究は将来性を評価されず、リサーチ・カウンシ

ルなど国の関係機関から資金援助を受けられず、民間企業のみから受けている

とのことでした。一方で、原子力科学はエネルギーだけでなく癌治療や宇宙工

学など幅広い面で利用可能であることなどを、J-PARC の映像などを示しなが
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ら説明されました。なお、同氏が 1991 年に

日本原子力学会誌に寄稿されたスウェーデ

ンのエネルギー事情と原子力論争（名古屋

大学仁科浩二郎教授訳）は、ドイツと並ん

で原子力発電に否定的な代表国と言われて

いる同国の 1980 年の原子力に係る国民投票

時の状況を知るのに格好の読み物となって

いると思います。 

 最後に、リンショーピン大学の Prof Anita 

Lioyd-Spetz が、高温下や車の排ガスなどの苛酷な環境下でも利用可能なセンサ

ーの研究について、産学連携や日本での体験を中心に発表されました。センサ

ーの実用化においてボルボトラックなどと連携を図って仕事を進めている Prof 

Spetz にとっても、当会の外国人招聘研究者事業により、2004 年の夏に、3 度目

の来日をした際には、国立大学の法人化などを契機に、日本の大学が産学連携

に力を入れていることにつき具体例を上げながら説明されたことが印象的でし

た。 

 質疑応答においては、Dr Rubio 氏の発表に対して太平洋に面した国の住人の

胃癌発生率が高いことなどについて種々の仮説が述べられるなど、活発な意見

交換が行われました。 

 今回のセミナーは、専門分野の発表ということもあり会員のみを対象としま

したが、各発表者とも自分の専門分野を専門以外の方にも興味を持てるように

工夫しており、次回以降セミナーを開催する際には、会員以外の多くの方にも

幅広く声をかけていきたいと考えております。 （大月） 

 

○ＪＳＰＳ○ＪＳＰＳ○ＪＳＰＳ○ＪＳＰＳ Alumni club in Sweden 第３回幹事会の開催第３回幹事会の開催第３回幹事会の開催第３回幹事会の開催 

  

2006 年 3 月 17 日にストックホルムにおい

て、JSPS Alumni club in Sweden2005 年度

第 3 回幹事会が開催され、2006 年度の活

動方針などについて話し合われました。 

 当オフィースから、1 月の総会時より会

員が 6 名増えて 68 名になったことや、現

在名誉会員の候補者として６名が推薦さ

れていることを報告しました。 

 2006 年度の活動計画としては、来年の

1 月か 3 月に、総会及びセミナーをＪＳＰ

Ｓフェローシップの説明会と併せてヨーテボリなどで開催すること、10 月にセ

ミナー開催することで計画を進めることになりました。 

 10 月のセミナーについては、日本の教授法、海洋化学、高齢者介護、ジェン

ダー研究のほかに、日本から有識者を招聘して日本の学術・科学技術政策をテ

ーマにするのがよいのではないかとの意見もありました。 

 6 月の幹事会でテーマを決定することとしておりますが、多くの方に参加し

ていただけるよう、なるべく早くお知らせしたいと考えております。（大月） 
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○○○○    小坂文部科学大臣のストックホルム研究連絡センター訪問小坂文部科学大臣のストックホルム研究連絡センター訪問小坂文部科学大臣のストックホルム研究連絡センター訪問小坂文部科学大臣のストックホルム研究連絡センター訪問    

 

2005年 12月 9日から 12日にかけて、小坂文

部科学大臣は、非公式の大臣級会合等に出席

のため訪瑞されました。10日にストックホル

ムのハガ宮殿で開催された非公式大臣級会合

においては、科学政策と戦略、21世紀におけ

る挑戦の二つのテーマについて、小坂大臣の

ほか、瑞国、アメリカ、インド、韓国、パキ

スタンの科学技術担当大臣等が出席して、自

由な雰囲気の中で忌憚のない意見交換がなさ

れました。 

 本会談については、カロリンスカ大学のヘンリクソン学長などスウェーデン

の学術関係者から、有意義な会合ができたと聞いている旨話を伺いました。 

 小坂大臣御一行は、翌日の 11日には、大塚在スウェーデン日本大使等とと

もに、当ストックホルム研究連絡センターを訪問されたところ、岡崎所長から、

フォーラム・コロキウムにおいては、最先端の日本人研究者の研究内容を深く

知ってもらうとともに、未だ知られていない優れた研究者を紹介することとし

ているなどセンターの活動概要について説明しました。 

 小坂大臣から、日本の優れた研究を紹介するフォーラム等の開催はもとより、

フォローシップ受給者を対象とした同窓会の支援活動は重要である旨述べられ、

岡崎所長、訪瑞中の木曽理事と、今後注目される分野としてポストゲノム研究

やナノテクノロジー等についてあわせて 40分余り話し合われました。 

最後に、小坂大臣から、今後とも日本の研究について積極的に情報発信する

とともに、ネットワークの構築に努めてもらいたいとのお言葉をいただきまし

た。（大月） 

    

○○○○    Prof NorrbyProf NorrbyProf NorrbyProf Norrby に対するに対するに対するに対する旭日重光章の伝達式旭日重光章の伝達式旭日重光章の伝達式旭日重光章の伝達式 

 

 2005年秋の叙勲において旭日重光章

を受賞された Prof Norrbyに対する同

章の伝達式が、Prof Norrbyの親族、木

曽理事、岡崎ストックホルムセンター

長列席のもと、2005年 12月 12日に日

本大使公邸で行われました。 

 旭日章は、教育、学術など社会の

様々な分野における功績の内容に着目

し、顕著な功績を上げた者を表彰する

場合に授与するものとされ、功績内容

の重要性及び影響の大きさ、その者の果たした責任の大きさ等について評価を

行い、特に高く評価される功績を上げたものに対しては旭日重光章以上を授与

するとされております。 

式では、大塚大使から、受賞理由として、学術交流事業の促進やＪＳＰＳス

トックホルムセンターへの設置支援など特に王立科学アカデミー事務総長在任
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中に日瑞二国間の交流に顕著な業績があったことが述べられ、勲章・勲記が授

与されました。 

Prof Norrbyからは、癌研究の国際会議出席のため 1966年に初来日したとき

の話から、当会の外部審査委員として活動したことを含め最近の日本との交流

などについて受賞のスピーチが行われました。 （大月） 

 

 

2.同窓会員インタビュー同窓会員インタビュー同窓会員インタビュー同窓会員インタビュー 
 

Agneta Fransson 氏 

ヨーテボリ の Earth Science Centre に勤務され

ており、主に海洋科学、CO2 による海面の上昇

についての研究を行っています。 

氏は 2004 年から 2 年間外特事業にて来日、

国立環境研究所の野尻幸宏教授を受け入れ教官

として研究を行いました。 

ＪＳＰＳのフェローシップについては、大学

などでの案内は特になかったために、インター

ネットでの検索で探し当てたといいます。テクニカル系のフェローシップと言

うことで、最終的には VINNOVA 経由でＪＳＰＳの外特事業に申請されたよう

です。 

－日本における研究環境についてはいかがでしたか？ 

「非常に満足していました。受け入れして下さった野尻先生は勿論、学生さん

も非常に親切でしたし、受け入れ機関、ＪＳＰＳの担当の方も、事前事後の対

応は非常に良かったです」 

 

－日本で困ったことなどはありませんでしたか？ 

「強いて言えば、やはり言葉の問題があります。勿論先生方については問題が

ないのですが、学生さんは、少しの英語は出来ますが、研究上の－所謂テクニ

カルな英語という面では少し行き違いがありましたので、その点で苦労したと

言えば苦労しました」 

 

－日常生活では問題なかったのでしょうか？ 

「研究室の方もいろいろと親切に教えて下さいましたし、お店でいろいろな物

を買いながら言葉を覚えていくのは楽しかったです」 

 

－日本語については特に習いには行かれましたか？ 

「はい。夕方からの日本語のクラスに通っていました」 

 

－本会のフェローシップ制度で望むことや問題点などは有ると思いますか？ 

「私は非常に満足していましたので特に要望はないですが、同じ時期に日本に

来ていたフェローからは、休暇や学会発表などで日本国外に出る制限が厳しい

等の意見も少しあったようです。日本国内で国際的な発表をする機会は多くは

ないので、外国に出て発表などする場合は制限を少し緩和して欲しいです」 
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日本の研究環境についての印象は非常によく「設備面でも研究面でも非常に

高度で満足した研究が出来た」といいます。スウェーデンでは研究者には個室

が与えられるのが通常ですが、日本においては「みなさん同じ部屋というのは

印象的でした。ただ、そのおかげで会話が沢山出来たという面もあります」と

笑顔でお話しされているのが印象的でした。 

 現在、彼女はヨーテボリで研究されていますが、日本の研究者との接点につ

いては、現在でもホストリサーチャーを通じてはやりとりがあるが、国際的な

カンファレンスや学会などにおいて会う以外にはなかなか機会がないのが残念、

と言う話でした。また、スウェーデンにおいても、ストックホルム市内には比

較的日本人研究者も多いのですが、ヨーテボリなど地方都市などはまだまだア

ジア人研究者と言えば中国系・韓国系の方が多く、日本人研究者と話す機会は

あまりないので、ＪＳＰＳの同窓会活動において色々な分野の研究者と話が出

来る機会が有れば嬉しい。また、ストックホルムだけでなく、郊外（例えば、

ヨーテボリ、ルンド、マルメあるいは近隣の国）などで同窓会総会をしてもら

い、交流する機会を設けてもらえるとストックホルム以外の研究者も行きやす

くなっていいのではないか、との意見もあり、今後の同窓会活動の要望の一つ

として貴重な意見として取り入れなくてはならないかと感じました。 

また、在瑞の研究者にとっては、「日本での研究経験と研究環境、またそれ

以外の文化の面での話」を聞く機会が殆ど無く、多くのスウェーデンの学生に

日本に対して興味を持って貰うためにも、「来日経験のあるスウェーデン研究

者」の話を聞くチャンネルとして同窓会やＪＳＰＳでのフォーラムで有れば嬉

しいことだと思う、とのお話もいただきました。 

 彼女自身非常に親日家で、在日期間中も日本文化に出来るだけとけ込もうと

されていたようです。中でも雅楽、茶道、書道などに興味があり、三味線など

はサークルに入るなどもされていたようです。 

 

－ちなみに、日本で良かったそのほかのことってなんでしょう？ 

「日本酒のテイスティングは楽しかったですよ（笑）」 

 

Mattias Gustavsson 氏 

 

現在、HOT DISK AB の CEO としてシャルマ

ーズ工科大学テクニカルパーク内で研究開発を

行っています。専門は材料科学、HOT DISK を

用いての熱伝導率計測等の研究です。 

 ＪＳＰＳフェローとしては 2002 年から 2 年

間、産業技術総合研究所の奥谷猛教授をホスト

リサーチャーとして研究されました。それ以外

にも数十回に渡って来日しているとのことで、

日本における研究環境に非常に感銘されていらっしゃいました。 

 

－日本における生活についてはいかがだったでしょうか？ 
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「非常に良かったです。特に私の滞在した札幌はスウェーデンに気候が似てい

るせいかもしれませんが過ごしやすく、素晴らしい環境でした。また、食べ物

も素晴らしい」 

 

－申請はどのようにされましたか？ 

「ＳＳＦ（の推薦）から行ったので、ＪＳＰＳとはやりとりはしなかったので

すが、このプログラムについては非常に良いシステムだと思いました」 

 

－日本に研究に来て（貴方の研究の上で）良かったこととは？ 

「やはり、日本の研究者とのコネクションを沢山持てたことでしょうか。私は

このプログラムを利用する前からも日本に行っていますが、それでもこの機会

を持てたことは非常に有意義だったと思います」 

 

－日本の研究環境はいかがでしたか？生活上困ったことなどは？ 

（ホストリサーチャーの）奥谷先生とは非常にいい関係で、現在でも共同研究

を現在でも継続して行っています。生活上困ったことも特にありませんでした。 

 

 スウェーデンと日本の研究資金獲得状況の違いについて、氏からは「日本の

（ベテランの研究者に対する）研究資金の獲得は、公平で公開制があり、非常

に充実している。また、設備などの点から見ても申し分ないと思う」との評価

を頂きましたが、「基礎研究の分野において、更に手厚くすると（日本）国内、

国外からも若手研究者のアプライがしやすくなり、良くなるのではないか。た

とえば学生や学位を取っていない研究者などに対しての（国際研究留学に対す

る）援助が多くあると日瑞の研究者の架け橋にもなると思う」との話がありま

した。 

 また、ＪＳＰＳの同窓会の活動については、先述の Agneta Fransson 氏と同様

に、「研究一辺倒でなく日本文化について知りたいスウェーデン人は多いので、

同窓会活動などを通じて紹介できる機会があるといいと思う」し、また「ドク

ターレベルの学生の交換留学がスムースに行われること」が今後の両国にとっ

て非常に有意義なことであるのではないかと言うお話がありました。 

 

Hot Disk AB Website:   http://www.hotdisk.se/     （藤井） 

                          

 

Herbert Gunell 氏  

（スウェーデン宇宙物理研究所（※）） 

専門：プラズマ物理、宇宙物理 

経歴：1997 年に、王立工科大学で、PhD

（プラズマ物理）を修得。民間の電話会

社、アイオワ大学でのポスドクを経験し

た後、2002 年 9 月からスウェーデン宇宙

物理研究所でポスドクとして勤務してい

る。現在、同研究所において、太陽風と

火星及び金星の間の相互作用に関する研  

究について、シミュレーションを担当している。 
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ＪＳＰＳフェローシップの経歴：外国人特別研究員（欧米短期）事業を通じて、

2004 年 8 月から 10 月までの 2ヶ月間京都大学大学院理学研究科地球惑星科学

専攻地球物理学教室で共同研究。 

その他の渡日経験：2 度のカンファレンスに参加 

 

2006 年 2 月 20 日（月）10：00 から、スウェーデン北部のキルナにある、スウ

ェーデン宇宙物理研究所に、同窓会員である Herbert Gunell 氏を訪問して、イ

ンタビューを実施しました。 

 

日本での滞在は２ヶ月であった同士は、インタビューの冒頭、日本での滞在の

感想を求められると、もう少し長く滞在すれば、より有益だっただろうと語り

ました。 

受入研究者とは、宇宙プラズマ・高エネルギー粒子分析器(ASPERA) に係るプ

ロジェクトで知り合い、スウェーデン王立科学アカデミーを通じて外国人特別

研究員（欧米短期）事業に応募し採用された同氏は、共同研究を成功させるに

はより綿密に計画を立てる必要があると語りました。また、JSPS フェローシッ

プについては、支給範囲は十分なものであったが、それを有益に使えるか否か

は研究者次第であるとコメントされました。 

また、同氏は、自分の分野での大部分の研究は米国で行われているが、日本及

び EU の研究規模も大きなものであり、日本にもう一度行けば新たなものが得

られるかもしれないと発言すると同時に、スウェーデンでは多くの人の勤務時

間が午前９時から午後５時までなのに対して、日本での研究環境については、

大部分の大学院生が実験室で寝泊りをすることに少し驚いたようでした。 

日常生活では英語が通じず困ったが、予想されたことで特段の問題ではなかっ

たと語り、休日は自転車で寺院など京都市内を回りリラックスしたそうです。 

自身の経歴、日本での経験等について、淡々と語っていた同氏に対して、イン

タビューの直前の 2 月 17 日 Svenska Dagbladet 新聞１４面に掲載された「スウ

ェーデン宇宙物理研究所の Lundin教授のチームは、世界の様々な地域にある１

４の研究所と協力して、キルナで製作され、マーズ・エキスプレス（※※）に

搭載された宇宙プラズマ・高エネルギー粒子分析器(ASPERA３)により、火星

にも地球からみて反対側に、オーロラの現象が起こっていることを明らかにし

た」という記事を見せて、このプロジェクトには関わっているかと尋ねたとこ

ろ、自分は関わっていないといいながらも、説明せずにはいらないという感じ

で白板を使って、この現象が起こる理由を熱く説明してくれました。 

最後に、キルナに在籍しており遠く離れたストックホルムで行われている同窓

会の活動にはまだ一度も参加していないと語った同氏に、都合があえば同窓会

活動に顔を出していただきたい旨話をしたところ、了解いただき別れました。 

 

※：スウェーデンスペース物理研究所と訳されていることもあります。 

※※：マーズ・エクスプレスは、ヨーロッパがはじめて打ち上げた火星探査機。

周回機と着陸機「ビーグル 2」からなり、火星の表面の写真撮影や、火

星の砂の分析などを行う。これによって、火星表面の鉱物組成や、火星

の地下の物質の詳細を明らかにすることができると期待されている。

（独立行政法人宇宙航空研究開発機構ホームページ参照） 
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スウェーデン宇宙物理研究所について 

（沿革） 

キルナでは１９４０年代末から測定測 

定装置が設置されており、１９５７年

にスウェーデン王立科学アカデミーの

地球物理学の観測所として設立されま

した。その後、１９７３年に独立の国

立研究所となり、１９８７年にはスウ

ェーデン宇宙物理研究所と改名され現

在に至っております。本部があるキル

ナのほかに、ウメオ、ウプサラ、ルン

ドにオフィースをもっており、約１１

０人が雇用されております。 

（研究教育内容） 

同研究所は、地球の高層大気である電離圏及び惑星の磁気圏の現象（オーロラ

現象を含む）に関する研究を行っております。これらを対象として、衛星はも

ちろん、レーダー、電波等を用いた地上観測装置、成層圏気球による測定が、

ルーチンのものも含め実施されており、様々な種類の宇宙科学に関する検出器

が開発、製作されています。また、放射能の測定や太陽光の放射を含めて気象

学上の要素について、継続的に記録をとっております。 

加えて、１９９６年以来、大気に係る研究プログラムをＥＵの資金援助を得て

実施しています。特に、大気圏の異なった領域間のエネルギーの移動、成層圏

のオゾン、季節によって特別に起こる極域成層圏雲及び極中間圏雲（夜光雲）

を重点的に取り扱っているとのことです。 

一方、教育面においては、１９９２年の秋以降、ウメオ大学で行われている３

年間の宇宙工学プログラムに貢献しており、１９９９年以降は、４年目、すな

わちマスター教育の導入部分にも協力しています。また、１９９７年以降は、

ルレオ工科大学の宇宙工学プログラムにも協力しており、４年次のプログラム

は、キルナにある同研究所で行われております。 

（予算） 

 ２００４年度における支出額は、８０７９万９千スウェーデン・クローネ

（約１２億１１９８万５千円）。支出額について、組織を構成する５部門別の

比率でみると 、①太陽物理学及び宇宙科学技術（３２％）、②プラズマ物理

学（２６％）、③太陽地球物理学（１８％）、 ④大気物理学（１０％）、⑤

宇宙物理学（９％）と続き、残りの５％は観測活動となっています。一方、２

００４年度の収入は、８１９５万８千スウェーデン・クローネ（約１２億円２

９３７万円）。２００４年における、研究所の予算とＥＵなどからの外部資金

の比率は、ほぼ６対４の比率となっています。 

（日本との関わり） 

現在、スウェーデン宇宙物理研究所のキルナオフィースには、同研究所に１０

年以上在籍している常勤の研究者のほかに、京都大学等から派遣されている方

など４名が研究しているとのこと。２００４年度においては、大気物理学にお

ける赤外分光計を用いた観測、マーズエクスプレスのデータ－の共同解析等に
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関して、名古屋大学、宇宙航空研究開発機構、京都大学、東北大学と共同プロ

ジェクトを行っています。 参考文献：参考文献：参考文献：参考文献：IRF Årsredovisning 2004 (IRF Årsredovisning 2004 (IRF Årsredovisning 2004 (IRF Årsredovisning 2004 (スウェーデン宇宙物理研究所スウェーデン宇宙物理研究所スウェーデン宇宙物理研究所スウェーデン宇宙物理研究所 annual annual annual annual report  report  report  report 
2004)2004)2004)2004)ＩＲＦＩＲＦＩＲＦＩＲＦwebsitewebsitewebsitewebsite    hhhhhhhhttttttttttttttttpppppppp::::::::////////////////wwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwww........iiiiiiiirrrrrrrrffffffff........sssssssseeeeeeee////////                

 

 

3.ニュース・トピックニュース・トピックニュース・トピックニュース・トピック 
 

○ 日瑞科学技術協力協定に基づく第３回合同委員会が開催される日瑞科学技術協力協定に基づく第３回合同委員会が開催される日瑞科学技術協力協定に基づく第３回合同委員会が開催される日瑞科学技術協力協定に基づく第３回合同委員会が開催される    

    

2006年 3月 10日、ストックホルムの

教育・研究・文化省において、日瑞科

学技術協力協定に基づく第 3回合同委

員会（日本側議長高須科学技術協力担

当大使、瑞側議長サミュエルソン教

育・研究・文化省研究政策局長）が開

催されました。 

本委員会は、1999年に日・スウェーデ

ン科学技術協力協定が締結されてから、

これまで、2000年 10月にストックホ

ルム、2003年 10月に東京で開催され

ており、今回は、日瑞両国の科学技術政策、研究者交流、大学間交流、ライ

フサイエンス、ナノテクノロジー、研究開発投資、ヘルスケア、ＩＴと多岐

にわたるテーマについて話合われました。 

  特に、研究者交流、大学間交流については、文部科学省町田国際交流官か

ら、当会の 2国間交流事業、フェローシップ事業、先端研究拠点事業、日欧

先端科学セミナー、大学国際戦略本部強化事業、ＪＳＴの戦略的国際科学技

術協力推進事業等について紹介され、デュークカロリンスカ研究部長から、

大学の組織的・戦略的な活動は重要である旨が述べるなど、説明・質疑応答

に多くの時間が割かれました。 

  最後に、日瑞双方から、6 月 24 日から 29 日にかけて、当会と欧州科学財

団が、「気候変動-Climate Change-」をテーマに、ニナシャム（ストックホル

ムから南方約 60キロ）にて開催する日欧先端科学セミナーに対して期待す

る旨の発言がなされました。（大月）  平成平成平成平成１８１８１８１８年度日欧先端科学セミナーの紹介年度日欧先端科学セミナーの紹介年度日欧先端科学セミナーの紹介年度日欧先端科学セミナーの紹介 hhhhhhhhttttttttttttttttpppppppp::::::::////////////////wwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwww........jjjjjjjjssssssssppppppppssssssss........ggggggggoooooooo........jjjjjjjjpppppppp////////jjjjjjjj--------bbbbbbbbiiiiiiiillllllllaaaaaaaatttttttt////////eeeeeeeessssssssffffffff--------

jjjjjjjjssssssssppppppppssssssss////////iiiiiiiinnnnnnnnddddddddeeeeeeeexxxxxxxx........hhhhhhhhttttttttmmmmmmmmllllllll        

 

○○○○    スウェーデンのスウェーデンのスウェーデンのスウェーデンの研究開発費総額、体制に関する議論研究開発費総額、体制に関する議論研究開発費総額、体制に関する議論研究開発費総額、体制に関する議論 

スウェーデンは、研究開発費総額の対ＧＤＰ比において、世界最高となって

います。また、昨春の研究法及び予算で、2005年から2008年まで26億クローネ

（約390億円）を追加支出することとされています。 

しかし、研究開発費総額の対ＧＤＰ比は、2001年の4.3％から2004年は3.7％

となるなどここ数年縮小傾向にある一方で、フィンランドやデンマークといっ
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た諸国は増加傾向にあります。また、民間部門や政府部門から実際に支出され

るその額は、アメリカ、中国といった大国に比べて、大きくありません。 

このような状況における有識者の危惧とそれに対する教育・研究・文化大臣

の反論について紹介します。（図表１）研究費の対国内GDP比（％）

01
23
45

2001 2002 2003 2004（資料）文部科学省「科学技術要覧　平成１７年版」

SwedenFinlandDenmarkJapanUSAChina

050,000100,000150,000200,000250,000300,000350,000 （単位　millions $）

（資料）OECD「Main Science and Technology indicators　2005/2」

各国研究費の総額（2003年)

系列1 4,374 5,205 10,340 84,647 112,714 292,437 Denmark Finland Sweden China Japan USA
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ＡＢＢの研究開発部門の長で、政府の研究委員会のメンバーでもある、ブロ

ーグレン氏は、アジア諸国等が活発に研究開発投資を行い、世界的な競争が行

われる中で、スウェーデンは資源をより集中させなければならないと主張して

います。 

アストラ・ジェネカの研究開発の長であるルンドベリー氏は、社会民主党政

権が政府の研究開発費の対ＧＤＰ比１％を目標としていることについて、スウ

ェーデンのような小国では、競争力を維持するには５％とすべきであると主張

しています。また、物事を決定する前に、長期の議論、過程を踏む「スウェー

デンモデル」は、研究開発に応用できない、我々は政府と議論することを要求

しているが、行われていないと述べています。 

ヘンリクソン学長は、教育文化省と研究省が統合して１つの省になっている

ことについて、「選挙後に教育・研究・文化省を分割して、研究を専念で担当

する大臣を置くべきである。なぜなら、研究に優先順位づけする任務が果たせ

ない」と主張して、アストラ・ジェネカのルンドベリー氏も完全に同調してい

ます。 

これに対して、パグロツキー教育・研究・文化大臣は、研究に関して、研究

法を始め世界で最も積極的ないくつかの決定を行ってきたうえ、国際協力も進

めてきたと語り、研究開発費総額の対ＧＤＰ比を評価する際に、国の大きさを

考慮すべきという議論については、真面目な話として聞いたことがないと反論

しています。一方で、大学と産業界の連携には更に進める必要があると主張し、

ここ数年の研究開発投資の対ＧＤＰ比の減少は、主として、エリクソンとＡＢ

Ｂが投資額を減らしたことによるものであると語っています（※）。 

※2004年のスウェーデンの研究開発費総額は、950億スウェーデンクローナで

あり、そのうち、公共セクターの総額は、250億スウェーデンクローナとな

っています。なお、産業界からの研究開発費総額に占める外国資本の割合は、

2001年の41％から2003年の45％に増加しています。（大月） 

（参照 Svenska Dagbladet 2006年1月20日 5面） 

 

 

【編集後記】 

      

 １年という滞在期間はあっという間で、スウェーデンという地を知るにはあ

まりに短い期間ではありました。ただ、インタビューや、研修課題を通して、

北欧だけでなく欧州の研究協力の流れや意識のようなものを垣間見れた気がし

ます。日本の研究環境は素晴らしい、との意見が現地研究者の中ではとても多

いのですが、日本人であり、日本の大学にいる人間から見ると、欧州、北欧の

研究環境に見習うべき所も沢山あります。そういった部分を惜しみなく公開し

て下さったスウェーデンの研究者ならびに教育関係諸氏に感謝するとともに、

今後の日瑞の交流の発展を願っております。（藤井） 

                 

 

 

 

        EEEEEEEEddddddddiiiiiiiitttttttt                                                                                

        監監監監監監監監修修修修修修修修::  岡岡岡岡岡岡岡岡崎崎崎崎崎崎崎崎  恒子恒子恒子恒子（（（（ストックホルム研究連絡センター長ストックホルム研究連絡センター長ストックホルム研究連絡センター長ストックホルム研究連絡センター長 
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